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神戸市から得られた標本に基づく兵庫県初記録のクロホシフエダイ

浜橋　丈 1

Two specimens (31.9 and 49.9 mm standard length) of Rus-
sell’s Snapper, Lutjanus russellii (Bleeker, 1849), widely distrib-
uted in the Indo-West Pacific Ocean, were collected from Suma 
Beach, Kobe City, Hyogo Prefecture, Japan. In Japanese waters, 
this species has previously been recorded from the Pacific coast 
of southern Japan (northern limit record: Miyagi Prefecture) and 
Osaka, Ehime, Toyama, Fukui, Yamaguchi, Fukuoka and Naga-
saki prefectures, the Ogasawara and Ryukyu islands, and Min-
ami Daito Island. Although the species has been recorded from 
Hyogo Prefecture based on a photograph, no specimen is known 
from the prefecture. Therefore, the present specimens represent 
the first specimen-based records of L. russellii from Hyogo Pre-
fecture.
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 Abstract

フエダイ属 Lutjanus Bloch, 1790 はフエダイ科魚類

の 1属であり，日本から 26種が知られている（佐藤ほ

か，2021；本村，2022）．このうち，クロホシフエダイ

Lutjanus russellii (Bleeker, 1849)は，日本国内では宮城県か

ら九州南岸にかけての太平洋沿岸のほか，富山県から九州

南岸にかけての日本海・東シナ海沿岸，有明海，瀬戸内海

（大阪湾・愛媛県新居浜市・豊後水道），琉球列島，南大

東島で分布が確認されている（多々良ほか，1965；菊池，

1970；南西海区水産研究所内海資源部，1987；新居浜市，

1991；中島ほか，2004；島田，2013；河野ほか，2014；田

城ほか，2017；小枝，2022；草間ほか，2022）．

2022年 8月下旬と同年 11月上旬に，兵庫県神戸市須磨

区の沿岸域にてクロホシフエダイが計 2個体採集された．

本種は同海域で水中写真が撮影されているものの（宮道，

2008），標本に基づいた瀬戸内海における記録は大阪府南

部に限られており（例えば宮田・岩井，1981；波戸岡・花

﨑，2017），兵庫県日本海側でも分布が記録されていない

（河野ほか，2014）．したがってこれらの標本は兵庫県にお

けるクロホシフエダイの標本に基づく初めての記録となる

ため，ここに報告する．

材料と方法
標本の作製，写真撮影，固定方法は本村（2009）に準

拠した．標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)

および Allen and Talbot (1985)にしたがった．体各部の計

測はノギスを用いて 0.1 mm単位で行い，計測値は標準体

長に対する百分率で示した．生鮮時の体色は固定前に撮影

された標本のカラー写真に基づく．本報告で用いた標本は

京都大学総合博物館（FAKU）に収蔵されている．

Lutjanus russellii (Bleeker, 1849)

クロホシフエダイ
（Fig. 1）

標本　2個体：FAKU 211143，標準体長 31.9 mm，兵庫

県神戸市須磨区須磨海水浴場，2022年 8月 31日，手網，

浜橋　丈；FAKU 211144，標準体長 49.9 mm，兵庫県神戸

市須磨区須磨海水浴場，2022年 11月 14日，手網，浜橋　丈．

記載　計数形質と体各部の標準体長に対する割合を
Table 1に示した．体は前後方向に長い楕円形で側扁する．

吻端は尖る．体背縁の輪郭は吻端から後頭部までは直線状，

後頭部から背鰭基底後端までは上方向にゆるやかに膨らん

だ弧状．体腹縁の輪郭は下顎先端から腹鰭起部まではゆる

やかに下降し，腹鰭起部から肛門までは直線状，肛門から

臀鰭基底後端まではゆるやかに上昇する．尾柄部は背腹両

縁ともに直線的．眼は正円形で大きい．鼻孔は 2対で，前

鼻孔と後鼻孔は近接し眼の前縁前方に位置する．前鼻孔の

後縁に小さな皮弁がある．下顎の先端は上顎の先端のほぼ

直下に位置し，上顎後端は眼窩前縁直下を越えるが眼窩中

央直下にはわずかに達しない．両顎歯は犬歯状で一列に並
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ぶ．鋤骨歯帯は三日月状で，中央部が後方に突出する．前

鰓蓋骨の後縁は鋸歯状で，下縁は平滑．側線は完全で，鰓

裂上部から尾鰭基底中央にかけて体背縁輪郭に並走する．

背鰭は 1基で，棘部と軟条部の間に浅い欠刻がある．背鰭

起部は腹鰭起部直上よりわずかに後方，背鰭基底後端は臀

鰭基底後端直上より後方にそれぞれ位置する．背鰭棘は第

2棘（FAKU 211143）または第 4棘（FAKU 211144）が最長．

背鰭棘部の鰭膜の切れ込みは前部ほど深く，後部ほど浅い．

背鰭軟条部縁辺の輪郭は丸みを帯びる．胸鰭基底上端は鰓

蓋後端よりも前方，胸鰭基底下端は鰓蓋後端よりも後方に

それぞれ位置する．胸鰭後端はやや丸みを帯び，背鰭の第

8棘起部直下に達する．腹鰭基底は鰓蓋後端直下に位置し，

Fig. 1. Fresh specimens of Lutjanus russellii from Kobe City, Hyogo Prefecture, Japan. A: FAKU 211143, 31.9 mm standard length 
(SL); B: FAKU 211144, 49.9 mm SL.
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たたんだ腹鰭の後端は肛門に達する．腹鰭の先端は糸状に

伸長する．臀鰭起部は胸鰭後端より後方に位置する．臀鰭

棘は第 2棘が最長で，臀鰭軟条部縁辺の輪郭は丸みを帯び

る．尾鰭は中央部がわずかに湾入した截形．側頭部の鱗列

数は 1–2で，左右の側頭部鱗列は後頭部でよく離れる．体

部，頬部，鰓蓋，背鰭基底および臀鰭基底は櫛鱗に被われる．

生鮮時の色彩　体側面の地色は白色もしくは灰色で，
背面側ではやや褐色味が強く腹面にむかうにしたがい明

色になる．本研究で用いた 2個体のうち，より大きな個

体（FAKU 211144，標準体長 49.9 mm）では胸鰭基底直下

から臀鰭基底後端にかけて腹部が少し黄色味を帯びる．体

側に暗褐色の明瞭な 4縦線がはいる．上から 1本目の縦線

は体背縁の僅かに内側を吻端から背鰭基底の中央付近まで

縦走する．2本目は吻端から眼窩中央やや上寄りを斜めに

通過して鰓蓋上端に達し，背鰭の第 3軟条直下までゆるや

かに上昇したのち背鰭基底に沿って背鰭基底後端まで縦走

する．3本目は眼窩後縁から尾鰭基底まで体軸とほぼ平行

に縦走する．4本目は眼窩前縁直下と眼窩中央直下の間か

ら尾鰭基底まで，3本目の縦線の 4–5鱗列下方を体軸と平

行に縦走する．背鰭第 10棘直下から第 7軟条直下にかけ

て体軸方向に長い楕円形の暗色斑がある．暗色斑の短径は

眼径とほぼ同じ，もしくはそれよりもやや小さい．暗色斑

のほぼ中央を上から 3本目の縦線が通る．側線は暗色斑を

前縁の下端から約 2/3の位置から，後縁の下端から約 1/3

の位置にかけて斜めに横切りほぼ二分する．虹彩は黄色が

かった白色で，上から 2本目および 3本目の縦線が微かに

視認できる．瞳孔は黒色．背鰭の地色は半透明な褐色で，

基底付近は黄色く棘部先端付近はやや赤みがかる．臀鰭・

腹鰭はともに半透明な褐色で，基底付近が黄色く色づくが，

標準体長 49.9 mmの個体（FAKU 211144）では黄色部が半

透明な部分より大きく，縁辺まで達する．胸鰭はほぼ無色

の半透明で，基底がわずかに黄色い．尾鰭は半透明な白色

で，FAKU 211144では基底がわずかに赤みがかる．

分布　インドネシアから日本，オーストラリア北岸，
およびフィジーにかけての西太平洋に分布する（Allen and 

Talbot, 1985; Allen et al., 2013；島田，2013）．日本国内では

小笠原諸島，宮城県万石浦，千葉県館山湾から九州南岸の

太平洋沿岸，富山県・福井県・京都府・山口県の日本海沿岸，

福岡県古賀市，有明海，熊本県天草下島，長崎県千々石湾・

五島列島・野母岬，鹿児島県薩摩半島，大阪湾，愛媛県新

居浜市，豊後水道，琉球列島，南大東島から記録がある（多々

良ほか，1965；菊池，1970；南西海区水産研究所内海資源部，

1987；新居浜市，1991；中島ほか，2004；島田，2013；河

野ほか，2014；田城ほか，2017；小枝，2022；草間ほか，

2022）．

備考　本報告で記載した 2標本は，頭長が標準体長の

36.8–40.3%であること，吻長が頭長の 32.5%であること，

体側に約 4–5本の青白色（固定後は暗色）縦帯がみられな

いこと，側線より上方の鱗列が斜め上後方へむかうこと，

鋤骨歯帯の中央部が後方へ突出すること，体側後半部の側

線上に 1暗色斑があること，側頭部の鱗列数が 1–2である

こと，左右の側頭部鱗列が後頭部でよく離れること，背鰭

条数が X, 14–15であること，臀鰭条数がⅢ, 8であること，

背鰭と臀鰭の後縁が丸いこと，鰓耙数が 6 + 10–11である

ことなどの特徴が Allen (1985)や Allen and Talbot (1985)，

島田（2013）が示した Lutjanus russelliiの特徴と一致した

FAKU 
211143

FAKU 
211144

Standard length (SL; mm) 31.9 49.9
Counts
Dorsal-fin rays X, 15 X, 14
Anal-fin rays Ⅲ, 8 Ⅲ, 8
Pectoral-fin rays 17 16
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
Lateral-line scales 48 49
Scale rows above lateral line 7 7
Scale rows below lateral line 18 19
Scale rows on cheek 6 6
Gill rakers 6 + 11 6 + 10

Measurements (% of SL)
Body depth 31.6 33.9
Body width 11.7 12.7
Head length 40.3 36.8
Snout length 13.1 12.0
Eye diameter 10.0 8.2
Interorbital width 9.2 10.3
Upper-jaw length 16.6 14.6
Preorbital depth 10.3 11.3
Caudal-peduncle length 20.1 19.6
Caudal-peduncle depth 12.1 12.2
Pre-dorsal-fin length 42.6 41.6
Pre-anal-fin length 66.8 66.6
Pre-pelvic-fin length 40.4 38.7
1st dorsal-fin spine length 4.9 4.9
2nd dorsal-fin spine length 19.3 12.7
3rd dorsal-fin spine length 16.0 13.2
4th dorsal-fin spine length 15.1 14.2
5th dorsal-fin spine length 14.0 13.2
6th dorsal-fin spine length 12.2 13.0
7th dorsal-fin spine length 11.4 12.3
8th dorsal-fin spine length 11.1 11.0
9th dorsal-fin spine length 11.1 10.8
10th dorsal-fin spine length 10.4 10.0
1st dorsal-fin soft ray length 13.4 11.0
Longest dorsal-fin soft ray length 14.1 (8th) 12.6 (8th)
1st anal-fin spine length 6.4 5.7
2nd anal-fin spine length 13.2 11.1
3rd anal-fin spine length 12.7 10.1
1st anal-fin soft ray length 15.6 11.9
Longest anal-fin soft ray length 18.1 (2nd) 15.1 (2nd)
Pectoral-fin length 22.1 20.1
Pelvic-fin spine length 13.1 11.4
Pelvic-fin length 24.9 22.9
Caudal-fin length 21.5 21.7

Table 1. Counts and measurements of Lutjanus russellii from 
Kobe City, Hyogo Prefecture, western Japan.
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ため，本種に同定された．

なお，Allen and Talbot (1985)では L. russelliiはインド

洋から西太平洋にかけて広く分布するものとされていた

が，インド洋に生息する集団は Allen et al. (2013)によって

別種 L. indicusとして新たに記載され，L. russelliiは西太平

洋の固有種であることが示された．Allen et al. (2013)では，

L. indicusは体側に 7本の細い黄褐色縦帯があること（L. 

russelliiでは 4–6本），それら黄褐色縦帯のうち上の 5本が

上後方にむかうこと（上から 2–3本のみ上後方にむかう），

体側後半上部の暗色斑が側線と比較してかなり上寄りに位

置し，暗色斑内部の側線の下にはほぼ 1鱗列しかない（暗

色斑は体側中央近くに位置し，側線によって斜めにほぼ二

分される）ことから L. russelliiと区別可能とされている．

また，Allen and Talbot (1985)では L. russelliiの幼魚には産

地によって異なる 3タイプの模様があるとされているが，

上述の通りこれらのうちインド洋に産するタイプは Allen 

et al. (2013)によって別種（L. indicus）であることが示さ

れている．残りの 2タイプの模様は以下の通りである．マ

レー諸島，ニューギニア島北部以北の西太平洋で得られる

タイプでは，体全体が白色で体側に 4本の幅広い黒色縦帯

がある，体側後半上部の暗色斑が細長く，眼から尾鰭上縁

に走る暗褐色縦線（上から 3本目）と融合するといった特

徴がみられる．オーストラリアとニューギニア島南部から

得られるタイプでは，体側に褐色縦帯が 5–6本みられ，そ

れらの幅はもう一方のタイプの L. russelliiにみられる黒色

縦帯と L. indicusにみられる黄褐色縦帯の中間くらいの広

さである，褐色縦帯のうち上方の 2–3本が背側に向かい傾

斜している，背中に明確な楕円形の暗色斑または白く縁取

られた眼状斑があるといった特徴が挙げられる．本調査地

点はこれらのうち L. russelliiの前者のタイプの産地に含ま

れ，同タイプの特徴も本調査個体の特徴と一致している．

クロホシフエダイの日本国内における報告は上記の「分

布」の項に示した通りであり，これまでのところ兵庫県内

での標本に基づいたクロホシフエダイの報告事例は存在し

ない．兵庫県の瀬戸内海側に関しては，本標本が採集され

た地点とほぼ同じ海域で水中写真の記録はあるものの（宮

道，2008），大阪湾産として記録されている本種の標本は

いずれも大阪府南部で採集されたものである（宮田・岩

井，1981；波戸岡・花﨑，2017）．その他の兵庫県南部沿

岸域を含む瀬戸内海において実施された網羅的な調査（例

えば多々良ほか，1965；南西海区水産研究所内海資源部，

1987）においても，兵庫県内から本種は記録されていない．

ただし，この両文献では豊後水道で本種の出現が確認され

ている．日本海側に関しては，日本海の魚類相について網

羅的にまとめた河野ほか（2014）において山口県および福

井県において本種の記録があるほか，田城ほか（2017）に

よって京都府舞鶴市沖の若狭湾から記録されている一方，

兵庫県に本種の分布記録はないとされている．筆者の調べ

た限り，その後の兵庫県北部の日本海沿岸域における本種

の報告も存在しない．兵庫県産の魚類を網羅的に収録した

鈴木ほか（2000）にも本種の標本は認められないことから，

本研究は兵庫県における本種の標本に基づく初めての記録

と考えられる．

本調査個体が採集された須磨海水浴場および隣接する

船溜りで 2022年の 8月から 9月にかけての筆者による継

続的な調査により，標準体長 50 mm以下の本種の幼魚が

数個体ずつ安定してほぼ毎回確認された．「分布」の項で

述べたように本種は太平洋沿岸では比較的広範囲で確認さ

れている一方で，瀬戸内海での記録は愛媛県新居浜市で確

認された例を除くと大阪府の南部あるいは豊後水道といっ

た太平洋の近傍にほぼ限られている．したがって，過去に

大阪湾南部で見つかった個体は太平洋沿岸地域から紀伊水

道を経由して偶発的に進入したものと考えられ，本研究は

クロホシフエダイの偶発的な進入が大阪湾の入り口付近に

とどまらず湾奥にまで及んでいることを示す一つの事例と

なっている．
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